
 

様式第１号 

意見交換会実施報告書 

令和 5年 8月 15日  

 裾野市議会議長  様  

 広報広聴委員会委員長 様 

                                       報告者 内藤法子 

  

１．意見交換会の概要  

開催日時  令和 5年 8月 2日  20時 00分 ～  21時 30分  

開催場所   市役所 4階 401会議室 
  

代表者 

（委員会名） 

勝又利裕 

総務委員会 

 

出席議員  勝又利裕 浅田基行 岡本和枝 内藤法子 則武優貴 

参加団体名 

（人数）  

 

地域地震防災指導員会（11人） 

実

施

内 

容  

議会報告  
    

意見交換  
テーマは絞らずに、市政・市議会の取り組みなどについてざっくばらんな意

見交換を行った。（防災について、学校再編についてなど） 

２．市民の質問・意見等  

意見や質問と回答

など 

・女性の視点も含めて AEDに三角巾を備えつけることが議会からの提案で実現

できて感謝している。 

・日頃から防災意識を育てるのが大切であり、議員も常に防災意識をもって活

動してほしい。 

→議員全体で防災意識は持っていると考えている。防災意識という点では、地

域コミュニティの活性化を含めて共助が重要な役割を持っていると考える。 

・学校は地域コミュニティの中心であり、また、防災の中心となる広域避難地

にもなっている。学校再編についてどのように考えているのか。 

→本年 3月に計画が示されている。今後も、説明会を通して様々な角度から考

えていかなければならないと思っている。 

・地域地震防災指導員 43名中、区長と兼任している委員が 4名いるが、どの

ように考えているか。 

→近隣市町と比べると区数が多く、戸数が少ない地区では役員負担が大きいこ

とは認識している。区の統合などできればよいと考える。しかし、行政から

の提案は難しいと思う。問題意識は持っている。 



 

 


